
2004年3月期は、東京エレクトロンにとって、半導体産業が長い調整期を脱し

回復期に入った喜ばしい年となりました。PCや携帯電話の世代交代に伴う買い替え

需要をベースに、デジタルスチルカメラ、DVDレコーダー、薄型テレビに代表され








